
 

 

１．ＢＣＰ：Business Continuity Plan （事業継続計画） 

災害時に、重要業務が中断しないこと、また万一事業活動が中断した場合でも、目標復旧時間内に

重要な機能を再開させ、業務中断に伴うリスク（顧客の競合他社への流出や企業評価の低下等）を最

低限に抑えるために、平常時から事業継続について戦略的に準備しておく計画。 

計画を策定するだけでなく、企業内に浸透させ、継続的に改善していくことが重要。 

２．建設ＢＣＰの必要性 

 

 

 

 

 

 

３．本ガイドラインの位置付けと業界としての取組み（首都直下地震を想定） 

 

 

 

 

 

  

 

第第１１部部  （（基基本本編編））  建建設設ＢＢＣＣＰＰのの必必要要性性とと基基本本的的考考ええ方方                    
 

第第２２部部  （（実実践践編編））  建建設設ＢＢＣＣＰＰのの策策定定とと取取組組みみのの内内容容                    
 

建設ＢＣＰガイドライン(概要) 

② 建設業の社会的使命の達成 

・社会全体の防災力向上への貢献 
 
・災害発生時における建設業界への 
期待、社会的要請 

建設ＢＣＰ策定、事業継続への取組み 

各社の事業継続を通じた建設業の社会的貢献の推進 

① 自社の危機管理体制の強化 

    と事業継続 

基幹事業の停止・中断によるリスクの回避 
↓ 

顧客・取引先等との信頼関係の維持 

〔事業継続の取組みの流れ〕 （内閣府：事業継続ガイドラインに準拠） 

事業継続と共に求められるもの 

（1）生命の安全確保と安否確認 

（2）事務所及び設備の災害被害軽減 

（3）二次災害の防止 

（4）地域との協調・地域貢献 

（5）共助、相互扶助 

（6）その他の考慮項目 

方針の決定 

（災害発生時の対応方針） 
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災害の特定 

影響度の評価 

重要業務が受ける被害の想定 

重要な要素の抽出 

事業継続計画の策定 

事業継続と共に求められるもの 

事業継続計画に従った対応の実施 

文書の作成（ﾏﾆｭｱﾙ・ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等） 

財務の手当 

教育・訓練の実施 

点検および是正措置 

経営層による見直し 

（重要業務の決定） 

（目標復旧時間の決定） 

事業継続計画の策定 

（1）指揮命令系統の明確化 

（2）本社等重要業務拠点の機能確保 

（3）対外的な情報発信及び情報提供 

（4）情報システムのバックアップ 

（5）協力会社との連携    

（6）インフラ復旧工事への対応  

（7）施工中現場への対応  

（8）竣工物件への対応  

 

重要業務の候補 

（各社が経営戦略に基づき選定し、 

優先順位を決定する） 

（1）インフラ復旧工事の迅速な実施 

推奨 

（2）施工中現場の早期再開と品質管理 

（3）自社施工物件の被災状況確認と 

  施主の復旧支援  等 

 

重要な要素の例 

（重要業務の継続に不可欠な要素で、 

重点的に対応を図る事項） 

（1）協力会社との連携 

（2）資機材メーカー等との連携 

（3）輸送手段、インフラ等の状況把握 

（4）移動手段の確保 

（5）行政等との密接な連携  等 

内閣府 
中央防災会議 

日建連 

震災 

業界を挙げた取組み 

会員各社の取組み 

‘05.8 月 事業継続ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ発表 

‘06.7 月 建設 BCP ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ発表 

具体的な震災対策の検討 

BCP 

2006.07.20 

大規模災害等の発生可能性の高まり 
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